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決算特別委員会

　

９
月
21
日
、
22
日
、
25
日
の
３
日
間
、

決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
平
成
28

年
一
般
会
計
決
算
、
９
つ
の
特
別
会
計

決
算
、
及
び
３
つ
の
企
業
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
審
査
し
、
全
て
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
通
り
で
す
。

【
一
般
会
計
】

（
行
政
改
革
）

Q　

第
３
次
行
政
改
革
の
中
で
、
事
務

事
業
評
価
の
実
施
状
況
は
。

A　

１
０
０
程
の
事
務
事
業
を
現
在

進
め
て
い
ま
す
。
四
半
期
毎
に
そ
れ
ぞ

れ
の
部
署
で
の
協
議
、
年
２
回
部
長

会
議
（
行
革
本
部
）
で
の
協
議
を
実
施

し
な
が
ら
、
進
捗
状
況
を
確
認
し
て
い

ま
す
。

（
公
共
交
通
）

Q　

高
齢
者
の
免
許
返
納
が
、
下
呂
警

察
署
だ
け
で
１
０
０
人
を
超
え
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
免
許
返
納
者
へ
の

特
典
と
し
て
、
例
え
ば
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

乗
車
の
割
り
引
き
や
、
商
品
券
を
贈
る

な
ど
の
対
策
は
。

A　

福
祉
施
策
と
連
携
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

Q　

高
齢
者
や
買
い
物
弱
者
な
ど
、
地

域
公
共
交
通
計
画
で
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

A　

10
月
に
公
共
交
通
会
議
が
あ
り
、

あ
る
程
度
の
方
向
性
を
定
め
て
い
き
ま

す
。
免
許
返
納
者
、
高
齢
者
、
買
い
物

弱
者
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て

も
住
み
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
移
住
定
住
）

Q　

移
住
定
住
事
業
の
実
績
に
つ
い
て

説
明
を
。

A　

移
住
実
績
で
す
が
、
平
成
25
年
度

４
世
帯
６
人
、
平
成
26
年
度
６
世
帯
７

人
、
平
成
27
年
度
８
世
帯
16
人
、
平
成

28
年
度
13
世
帯
28
人
で
す
。
平
成
29
年

度
は
30
人
を
越
え
る
の
で
は
な
い
か
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

（
獣
害
対
策
）

Q　

獣
害
対
策
は
、
国
の
補
助
金
を
活

用
し
て
各
地
域
で
フ
ェ
ン
ス
を
張
り
、

一
定
の
効
果
が
出
て
い
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
が
頑
張
っ
て
対
策
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
猟
友
会
の
ハ
ン
タ
ー
は

高
齢
化
し
て
い
ま
す
が
、
後
継
者
を
ど

う
す
る
の
か
。

A　

狩
猟
免
許
の
取
得
に
対
す
る
助

成
制
度
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
後
継
者
対

策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
昨
年
度
は
２

人
の
方
が
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。
こ

こ
数
年
で
５
人
ぐ
ら
い
免
許
を
取
得
し

猟
友
会
に
加
入
し
ま
し
た
が
、
仕
事
も

あ
り
捕
獲
活
動
に
出
る
機
会
が
少
な
い

の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
免
許
を
取
得

し
て
も
、
す
ぐ
に
実
績
を
あ
げ
る
こ
と

は
困
難
な
た
め
、
活
動
を
積
み
上
げ
て

い
た
だ
き
、
捕
獲
効
果
を
高
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
林
業
政
策
）

Q　

山
林
所
有
者
の
山
離
れ
は
、
材
価

が
安
い
こ
と
が
１
つ
の
原
因
で
す
。
安

い
か
ら
と
立
ち
止
ま
る
の
で
は
な
く
、

搬
出
コ
ス
ト
を
下
げ
る
取
り
組
み
が
大

事
。
林
道
の
開
設
、
作
業
道
を
林
道
へ

昇
格
さ
せ
る
な
ど
、
積
極
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
、
山
の
元
気
を
取
り
戻
す

こ
と
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
こ
れ
か

ら
の
森
林
施
業
の
考
え
方
は
。

A　

間
伐
材
安
定
供
給
事
業
で
、
集
成

材
や
チ
ッ
プ
な
ど
に
使
わ
れ
る
Ｂ
材
、

Ｃ
材
な
ど
昨
年
度
は
約
１
万
立
法
メ
ー

ト
ル
を
持
ち
出
し
、
山
に
木
を
残
さ
な

い
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
作
業
道
に
つ

い
て
も
、
崩
土
除
去
な
ど
維
持
補
修
す

る
部
分
で
も
若
干
の
応
援
は
し
て
い
ま

す
。
作
業
道
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
こ
ろ
は
、
小
さ
な
架
線
で
や
れ
な

い
か
を
研
究
中
で
す
。
ま
た
、
林
道
と

作
業
道
の
中
間
に
あ
た
る
林
業
専
用
道

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
活
用
し

コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
ま
す
。
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（
結
婚
対
策
）

Q　

農
業
委
員
会
主
催
で
婚
活
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
結
果
は

ど
う
だ
っ
た
か
。

A　

結
婚
サ
ポ
ー
ト
を
委
託
す
る
リ

チ
ェ
ネ
ッ
ト
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
、
一
昨
年
は
９
組
、
昨
年
は
４
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
、
今
年
も
11
月

に
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

（
防
災
関
係
）

Q　

馬
瀬
地
区
は
ダ
ム
が
無
い
た
め
放

水
の
情
報
等
が
あ
り
ま
せ
ん
。
同
地
区

が
晴
天
で
も
、
上
流
部
の
清
見
地
区
で

雨
が
降
り
、
増
水
で
川
に
残
さ
れ
そ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
漁
協
な

ど
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
情
報
提
供
な

ど
、
検
討
で
き
な
い
か
。

A　

下
呂
市
・
県
の
土
木
事
務
所
、
漁

業
協
同
組
合
、
観
光
協
会
、
関
係
機
関

で
組
織
す
る
水
難
事
故
防
止
に
関
す
る

協
議
会
な
ど
で
、
情
報
伝
達
に
つ
い
て

提
案
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
学
校
関
係
）

Q　

小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
に
つ
い

て
、
洋
式
し
か
使
え
な
い
子
が
増
え
て

き
て
い
る
。
和
式
か
ら
洋
式
に
改
修
さ

れ
て
い
な
い
学
校
も
あ
る
の
か
。

A　

洋
式
化
と
し
て
学
校
か
ら
も
要

望
を
聞
い
て
お
り
、
徐
々
に
改
修
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
避
難
施
設
と
な
っ

て
い
る
体
育
館
に
つ
い
て
も
、
洋
式
化

を
進
め
て
い
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

Q　

下
呂
市
国
保
被
保
険
者
の
高
齢
化

率
、
医
療
費
水
準
は
。

A　

国
保
被
保
険
者
の
高
齢
化
率
（
65

歳
以
上
）
は
52
・
４
％
で
す
。
医
療
費

水
準
（
一
人
当
た
り
ど
れ
だ
け
使
っ
て

い
る
か
）
は
、
県
内
21
市
の
中
で
１
番

高
い
状
況
で
す
。
こ
れ
が
保
険
料
率
に

反
映
さ
れ
る
た
め
、
医
療
費
を
下
げ
る

よ
う
な
受
診
方
法
と
保
険
料
率
の
関
係

に
つ
い
て
、
被
保
険
者
に
説
明
し
て
い

き
ま
す
。

【
介
護
保
険
特
別
会
計
（
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
勘
定
）
】

Q　

見
守
り
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
対
象

は
。
独
居
老
人
が
増
え
る
中
で
、
こ
の

事
業
を
増
や
す
考
え
は
。

A　

現
在
は
金
山
地
区
の
み
で
試
験

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
見
守
り
配
食

が
必
用
な
方
は
益
々
増
え
る
状
況
に
あ

り
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
28
年
度
下
呂
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
審
査
意
見

（
抜
粋
）

　

平
成
28
年
度
予
算
は
、
４
月
の
市
長
選
挙

に
よ
り「
骨
格
予
算
」と
し
て
編
成
さ
れ
た
が
、

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
の
本
格
化

な
ど
、
継
続
事
業
に
よ
り
大
型
予
算
と
な
っ

た
。
事
業
は
、
第
二
次
総
合
計
画
の
子
育
て

支
援
、
雇
用
の
確
保
、
移
住
定
住
推
進
な
ど

の
「
人
口
減
少
対
策
」、地
域
振
興
な
ど
の
「
地

域
づ
く
り
の
し
く
み
」、
公
の
施
設
の
見
直
し

な
ど
の
「
行
財
政
改
革
推
進
」
の
三
つ
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
各
事
業
が
推
進

さ
れ
た
。

　

中　

略　

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
の
収
納
事
務
に
お
い

て
、
不
適
正
な
事
務
処
理
に
よ
り
多
く
の
還

付
未
済
金
及
び
二
重
還
付
が
発
生
し
て
い
る
。

原
因
は
、
職
員
の
事
務
に
対
す
る
理
解
不
足

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
加
え
て
内
部
チ
ェ
ッ

ク
体
制
の
甘
さ
や
部
署
内
の
連
携
不
足
が
挙

げ
ら
れ
、
潜
在
的
に
は
、
職
員
の
定
数
削
減

が
進
む
一
方
で
行
政
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る

中
で
の
、
業
務
の
個
人
完
結
型
の
弊
害
が
考

え
ら
れ
る
。
今
後
、
市
民
の
信
頼
を
損
な
う

こ
と
の
な
い
よ
う
適
正
な
事
務
の
執
行
に
努

め
る
と
と
も
に
、
平
成
26
年
度
の
定
例
監
査

で
意
見
を
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
内
部

統
制
体
制
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、

一
層
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

職
員
の
コ
ス
ト
意
識
に
係
る
次
の
よ
う
な

事
例
が
あ
っ
た
。
萩
原
庁
舎
・
振
興
事
務
所

の
移
転
に
伴
い
ト
イ
レ
設
備
の
移
設
修
繕
工

事
が
わ
ず
か
な
費
用
で
行
わ
れ
、
移
転
に
伴

う
整
備
経
費
が
削
減
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で

は
多
く
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
は
他
の
範
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
今
後
、
す
べ
て
の
職
員
が
、
常
に
コ

ス
ト
意
識
を
持
っ
て
職
務
の
遂
行
に
当
た
ら

れ
る
こ
と
を
切
に
要
望
す
る
。

　

今
後
に
お
け
る
本
市
の
財
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
地
価
の

下
落
な
ど
に
よ
る
税
収
の
伸
び
悩
み
や
普
通

交
付
税
の
減
少
な
ど
に
加
え
、
新
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
建
設
、
庁
舎
・
振
興
事
務
所
の
耐

震
化
に
伴
う
整
備
な
ど
の
大
型
事
業
や
、
社

会
保
障
関
係
費
や
公
債
費
の
増
加
、
公
共
施

設
の
維
持
・
更
新
投
資
な
ど
で
、
今
ま
で
以

上
に
厳
し
い
も
の
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
中
で
、「
第
二
次
総
合
計
画
」

や
「
下
呂
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」、
そ
し
て
こ
れ
に
連
動
し
た
「
地
域

再
生
計
画
」
は
、
本
市
の
将
来
を
左
右
す
る

重
要
な
施
策
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ

れ
ら
の
重
要
施
策
を
担
保
す
る
の
は
財
政
計

画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
数
値
目
標
を
掲
げ
た

新
た
な
財
政
計
画
を
策
定
さ
れ
る
こ
と
を
要

望
し
、
む
す
び
と
す
る
。

　

平
成
29
年
８
月
23
日　

　
　
　
　

下
呂
市
監
査
委
員　

杉
山
好
巳　

　
　
　
　

下
呂
市
監
査
委
員　

中
島
博
隆　

※
詳
細
は
下
呂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い




